
夏季に乾田でも湿田でも良好に生育する１年生飼料作物
栽培ヒエ

問い合わせ先：農研機構九州沖縄農業研究センター広報チーム 096-242-7530

１．令和6年能登半島地震により、用水路の損壊等が生じると飼料用イネの作付けが
困難になることがあります。そこで夏季の代替作物として、生育が早く、湿田でも
乾田でも良く育つ１年生の飼料作物としての栽培実績もある栽培ヒエを紹介します。

２．栽培ヒエは、出穂期までに収穫すれば家畜の嗜好性も良く、青刈り、乾草、サ
イレージに利用できます。ただし、再生は良くありません。イタリアンライグラス
と組み合わせた二毛作によく用いられます。

３．機械作業が困難になる梅雨時期を避け、5月（梅雨前）、あるいは7月（梅雨
後）に播種します。覆土は種子が隠れる程度に行い、しっかり鎮圧を行うと良好に
発芽します。収穫物への土壌混入の軽減にもなります。

５．収穫は出穂期までに行います。出穂期を過ぎると茎葉が粗剛になり、栄養価が
急激に低下します。圃場に種子を落としたくない場合は早刈りします。土壌混入を
避けるために、刈り取り高さ10cm以上で収穫して下さい。

【品種】白ヒエ（極早生）、青葉ミレット（中生）
【栄養価】 TDN 54.4%、CP 14.6%（出穂前）1)

【播種時期】 5月（梅雨前）、7月（梅雨後）
【播種量】 散播：3~5、条播：2~3（kg / 10a）
【施肥量】 窒素：６~８、リン酸：3~９、

カリ：６~８（kg / 10a）
※堆肥を併用する場合は化成肥料を減らします。
【収穫】 出穂期まで（播種後、1~2ヵ月）
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４．過剰な窒素施肥を行うと、家畜に有害な硝酸態窒素濃度が高くなるので注意し
てください。

６．収穫物については、畜産経営者等と事前にご相談いただき、計画的な作付けを
ご検討ください

３．畜産・飼料作関係の技術・営農支援情報 
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